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川
越
城
本
丸
御
殿　

嘉か

永え
い

元
年（
一
八
四
八
）に
竣
工
し
た
、
県

指
定
有
形
文
化
財
・
川
越
城
本
丸
御
殿（
以

下「
本
丸
御
殿
」）。
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た

本
丸
御
殿
で
、
国
内
に
現
存
す
る
二
つ
の
う

ち
の
一
つ
で
す
。

　

昭
和
42
年
の
大
修
理
か
ら
約
四
十
年
経
過

し
、
雨
漏
り
や
壁
の
ひ
び
割
れ
な
ど
傷
み
が

激
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
20
年
10

月
か
ら
保
存
修
理
工
事
を
実
施
。
約
二
年
半

の
歳
月
を
か
け
て
、
文
化
財
と
し
て
保
存
す

る
た
め
に
必
要
な
改
修
を
施
し
ま
し
た
。
3

月
26
日
㈯
の
午
後
2
時
、
再
び
本
丸
御
殿
の

扉
が
開
き
ま
す
。

市
立
博
物
館
L
2
2
2
︲
5
3
9
9

3
月
26
日
㈯
、
歴
史
の
扉
が
再
び
開
く

広間の大壁と杉戸。開館後は広間に入り、間近で見ることができます。広間の大壁と杉戸。開館後は広間に入り、間近で見ることができます。

杉戸は川越藩の御用絵師・舩津蘭山
の手によるもの
杉戸は川越藩の御用絵師・舩津蘭山
の手によるもの

杉板の天井には学校として使用され
ていた際のボールの跡があります
杉板の天井には学校として使用され
ていた際のボールの跡があります



　

江
戸
時
代
、
川
越
藩
十
七
万
石
の
居
城

で
あ
っ
た
川
越
城
。
江
戸
後
期
の
城
主
御

殿
は
、
二
の
丸
に
あ
り
ま
し
た
。
本
丸
御

殿
は
、
弘こ

う

化か

3
年（
一
八
四
六
）二
の
丸
御

殿
が
焼
失
し
た
こ
と
に
よ
り
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。
十
六
棟
、
千
二
十
五
坪
に
も

及
ぶ
広
大
な
建
物
に
は
、
城
主
が
政
務
を

執
る
書
院
、
藩
の
仕
事
を
行
う
場
や
家
臣

た
ち
の
詰つ

め

所し
ょ

も
置
か
れ
た
、
文
字
通
り
城

の
中
心
と
な
る
建
物
で
し
た
。

　

明
治
維
新
以
後
、
川
越
城
の
多
く
の
建

物
は
解
体
・
移
築
さ
れ
、
城
跡
地
の
大
部

分
は
学
校
や
公
園
な
ど
に
。
本
丸
御
殿
も

建
築
後
三
十
年
足
ら
ず
で
解
体
の
危
機
を

迎
え
ま
す
。
明
治
4
年（
一
八
七
一
）入
間

県
の
庁
舎
と
し
て
、
玄
関
と
広
間
部
分
は

利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
間
県
が
熊
谷
県
、
埼
玉
県
と
変
遷
し

た
こ
と
に
伴
い
、
本
丸
御
殿
は
「
入
間
郡

公
会
所
」
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
大
正

7
年（
一
九
一
八
）に
た
ば
こ
工
場
、
昭
和

8
年
に
武
道
場（
初
雁
武
徳
殿
）、
戦
後
は

第
二
中
学
校（
現
初
雁
中
学
校
）の
仮
校

舎
・
屋
内
運
動
場
や
武
道
場
と
し
て
使
わ

れ
ま
し
た
。
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
こ

の
建
物
は
、
昭
和
42
年
、
県
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、公
開
施
設
に
な
り
ま
し
た
。

　

川
越
が
観
光
地
と
し
て
有
名
に
な
る

と
、
本
丸
御
殿
の
来
館
者
も
増
加
し
、
年

間
十
万
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
月
日
の
経
過
と
と
も
に
、
雨
漏
り
や

そ
れ
に
伴
う
構
造
材
の
破
損
な
ど
、
建
物

内
各
所
の
傷
み
が
目
立
つ
よ
う
に
。
さ
ら

に
、
平
成
14
年
の
調
査
で
は
建
物
全
体
が

ゆ
が
ん
で
い
る
こ
と
も
分
か
り
、
改
修
工

事
が
急
務
に
な
り
ま
し
た
。
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本
丸
御
殿
の
歴
史
と
劣
化
へ
の
対
応

　

工
事
は
、
建
物
を
一
度
骨
組
み
だ
け
の

状
態
に
解
体
し
、補
修
や
補
強
を
施
す「
半

解
体
修
理
」
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
木
造
建
築
で
あ
り
、
文
化
財
建
造
物

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
伝
統
的
技
術
と

現
代
の
構
造
補
強
を
両
立
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
木
材
は
腐

朽
部
分
の
み
を
除
去
し
て
新
材
を
埋
め
込

み
、
瓦
は
一
枚
ず
つ
再
利
用
で
き
る
も
の

を
選
別
し
、
壁
の
土
は
屋
根
に
葺ふ

か
れ
て

い
た
土
を
配
合
す
る
な
ど
、
建
築
当
初
か

ら
残
る
部
材
は
可
能
な
限
り
再
利
用
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
修
理
に
は
多
く
の

困
難
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
し
た
。

工
事
は「
可
能
な
限
り
再
利
用
」

　柱は根継ぎをして元の柱を生かしな
がら強度を高め（写真右）、床板は腐朽
した部分だけを削り新しい材木と組み
合わせています（写真左）。

　優美な曲線を描く唐破風と櫛型塀は、本丸御殿の魅力の1つ。20,000
枚以上ある瓦の7割を再利用。新しい瓦は西側に配置しました。

　再利用できない瓦も、中
庭の造作の一部としてリサ
イクルしています。



●
古
い
壁
を
残
す

　

ま
ず
は
解
体
作
業
。
当
初
は
、
壁
を
す

べ
て
取
り
払
っ
て
か
ら
、
竹た

け

小こ

舞ま
い（

左
上

写
真
）に
よ
る
伝
統
的
な
土
壁
を
復
元
す

る
予
定
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
壁
の
三
分
の

一
ぐ
ら
い
は
古
い
土
壁
で
あ
る
こ
と
が
判

明
。「
古
い
壁
は
残
し
て
漆し

っ

喰く
い

の
み
を
塗

り
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
垂

直
方
向
の
調
整
作
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
」
と
及
川
さ
ん
。

●
柱
を
一
本
ず
つ
上
げ
て
調
整

　

不ふ

陸り
く

*1
調
整
は
建
物
全
体
を
持
ち
上
げ

て
、
基
礎
か
ら
直
し
て
水
平
を
取
る
予
定

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
の
大
改
修
の
根

継
ぎ
*2
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
。

そ
こ
で
、
百
本
以
上
あ
る
柱
を
一
本
ず
つ

持
ち
上
げ
て
調
整
す
る
方
法
に
変
更
し
ま

し
た
。「
こ
の
方
法
だ
と
柱
の
癖
を
直
し

な
が
ら
根
継
ぎ
が
で
き
る
の
で
、
構
造
体

と
し
て
の
安
定
感
も
増
す
ん
で
す
よ
」
と

木
村
さ
ん
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
建
物
全
体

で
高
低
差
が
約
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
っ

た
こ
と
。
一
本
ず
つ
上
げ
る
と
ど
う
し
て

も
ほ
か
の
部
分
に
構
造
的
な
負
荷
が
か
か

り
ま
す
。
そ
こ
で
二
回
に
分
け
て
行
う
こ

と
に
。
ま
ず
全
体
の
高
低
差
を
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
度
解
消
し
、
そ
れ
か
ら
再
度

持
ち
上
げ
ま
し
た
。「
ジ
ャ
ッ
キ
は
七
本

使
い
、
柱
を
傷
め
な
い
よ
う
『
木
の
声
』

を
聞
い
て
慎
重
に
行
い
ま
し
た
」
と
木
村

さ
ん
。
一
つ
間
違
え
れ
ば
建
物
全
体
が
崩

壊
し
か
ね
な
い
作
業
は
、
本
丸
御
殿
と
の

声
無
き
対
話
に
よ
っ
て
成
功
し
ま
し
た
。

●
地
震
も
味
方
に

　

次
に
取
り
掛
か
っ
た
の
が
垂
直
方
向
の

調
整
。
本
丸
御
殿
は
建
物
全
体
が
玄
関
か

ら
見
て
奥
に
傾
い
て
い
ま
し
た
。
ワ
イ
ヤ

ー
六
本
で
二
週
間
ほ
ど
引
っ
張
り
ま
し
た

が
、
残
し
た
壁
や
天
井
が
あ
る
た
め
、
な

か
な
か
戻
り
ま
せ
ん
。「
こ
の
ま
ま
補
強

金
具
で
止
め
る
し
か
な
い
か
、
と
思
っ
て

い
た
矢
先
、
震
度
3
ぐ
ら
い
の
地
震
が
発

生
。
す
る
と
、
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
も
傾

き
が
戻
っ
て
い
た
ん
で
す
。
お
か
げ
で
玄

関
の
桁
が
母
屋
に
は
ま
り
、
元
に
戻
す
こ

と
が
で
き
た
ん
で
す
」
と
木
村
さ
ん
。
駒

橋
さ
ん
は「
本
丸
御
殿
は『
持
っ
て
』
い
ま

す
ね
」。
自
然
現
象
ま
で
も
味
方
に
付
け
、

工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

●
補
強
と
屋
根
の
バ
ラ
ン
ス

　

調
整
が
済
ん
だ
骨
組
み
に
施
し
た
の
は

構
造
補
強
。
で
き
る
限
り
の
補
強
を
施
し

た
た
め
、
構
造
的
に
強
く
な
っ
た
分
、
建

物
自
体
は
重
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
屋
根
瓦
は
土つ

ち

葺ぶ

き
*3
で
、
屋
根
全
面
に

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
土
が
乗
っ
て

い
ま
し
た
。
建
物
の
強
度
を
高
め
る
た
め
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工
夫
を
凝
ら
す
職
人
の
知
恵
と
技

職人をまとめる監督

作業所所長

駒
こま

橋
はし

隆
たか

行
ゆき

さん

瓦の「線」を作り出す

瓦職人

森
もり

田
た

操
みさお

さん

広間の大壁を仕上げる

左官職人

及
おい

川
かわ

敏
さとし

さん

木と対話しながら補修

大工棟梁

木
き

村
むら

英
ひで

彦
ひこ

さん

＊1 

不
陸
…
建
築
以
後
の
時
間
経
過
に
伴
い
、

不
均
一
に
建
物
が
沈
下
し
た
り
、
構
造
材

が
破
損
し
た
り
す
る
こ
と
が
原
因
で
、
建

物
全
体
が
水
平
で
な
く
な
る
こ
と
。
不
陸

調
整
と
は
、
建
物
が
水
平
に
な
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

＊2 

根
継
ぎ
…
湿
気
な
ど
で
腐
っ
た
柱
の
根
元

を
切
り
、新
し
い
材
木
で
継
ぎ
足
す
こ
と
。

＊3 

土
葺
き
…
屋
根
に
土
を
乗
せ
、
そ
の
上
に

瓦
を
葺
く
方
法
。
断
熱
性
に
優
れ
る
が
、

屋
根
が
重
く
な
る
な
ど
欠
点
も
あ
る
。

竹小舞に壁土を塗りこむ竹小舞に壁土を塗りこむ

1枚ずつ瓦をはずす1枚ずつ瓦をはずす

両端が朽ちた玄関の梁を解体両端が朽ちた玄関の梁を解体

力を合わせて銅版鬼板を降ろす力を合わせて銅版鬼板を降ろす

地震で入るようになった玄関の桁地震で入るようになった玄関の桁

2つのジャッキで柱を持ち上げる2つのジャッキで柱を持ち上げる
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に
重
く
な
っ
た
分
、
屋
根
は
軽
い
ほ
う
が

良
い
。
そ
こ
で
瓦
の
幅
に
合
わ
せ
て
作
っ

た
細
長
い
土
の
山
に
瓦
を
葺
く
方
法
で
、

土
の
量
を
減
ら
し
ま
し
た
」と
森
田
さ
ん
。

　

瓦
の
き
れ
い
な
線
を
出
す
た
め
に
は
、

上
下
左
右
だ
け
で
な
く
高
さ
も
合
わ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
土
葺
き
は
押
し
す
ぎ

る
と
土
の
山
か
ら
作
り
直
さ
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。「
斜
め
の
線
を
出
せ
る
よ
う

に
努
力
し
ま
し
た
。
こ
の
規
模
の
土
葺
き

屋
根
は
ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

工
事
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
て
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
」。

●
平
ら
な
壁
の
秘
密

　

屋
根
が
完
成
す
る
と
壁
作
り
が
始
ま
り

ま
し
た
。
土
は
屋
根
に
乗
せ
て
い
た
物
を

再
利
用
し
、
わ
ら
な
ど
を
混
ぜ
て
約
半
年

間
熟
成
。
こ
う
す
る
と
粘
り
気
が
出
て
、

強
度
が
増
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

土
壁
は
水
分
が
多
く
、
乾
く
ま
で
に
三
週

間
ほ
ど
必
要
で
す
。
そ
の
間
に
水
分
が
凍

結
す
る
と
壁
の
強
度
が
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
晩
秋
や
早
春
で
も
水
を
入
れ

た
バ
ケ
ツ
を
置
い
て
、
氷
が
張
っ
た
ら
作

業
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。「
そ
の

後
漆し

っ

喰く
い

を
塗
っ
て
仕
上
げ
ま
す
が
、
平
ら

に
は
塗
り
ま
せ
ん
。
内
壁
は
中
心
が
少
し

へ
こ
ん
で
い
て
、
外
壁
は
逆
に
出
っ
張
っ

て
い
ま
す
。
広
い
壁
を
平
ら
に
見
せ
る
た

め
の
工
夫
で
す
」
と
及
川
さ
ん
。

●「
見
せ
な
い
」
た
め
の
技
術

　

最
後
は
内
装
。「
大
工
は
分
か
ら
な
い

よ
う
に
直
す
の
が
仕
事
」
と
木
村
さ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
人
目
に
つ
く
床
板
は
一
枚
一

枚
を
見
極
め
、必
要
最
小
限
を
削
り
ま
す
。

新
し
い
木
材
は
元
の
板
に
な
じ
む
物
を
選

び
、
削
っ
た
形
に
ぴ
っ
た
り
合
う
よ
う
加

工
し
、
は
め
込
ん
で
い
ま
す
。「
し
ば
ら

く
の
間
は
補
修
し
た
所
が
分
か
る
で
し
ょ

う
が
、
一
年
後
に
は
な
じ
ん
で
分
か
り
に

く
く
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
」。
職
人
の

「
見
せ
な
い
」
た
め
の
自
信
作
で
す
。

●
新
た
な
歴
史
の
扉
が
開
く

　
「
工
事
中
で
も
、
写
真
を
撮
り
に
来
る

人
や
す
き
間
か
ら
の
ぞ
く
人
が
多
か
っ
た

で
す
ね
。
本
丸
御
殿
は
そ
れ
だ
け
ま
ち
に

愛
さ
れ
て
い
る
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
建

物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」
と
駒

橋
さ
ん
。
通
り
か
か
る
人
か
ら
工
事
の
進

み
具
合
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
こ
と
も
多
か

っ
た
そ
う
で
す
。

　

工
事
を
終
え
た
本
丸
御
殿
は
、
壁
や
屋

根
が
き
れ
い
に
な
っ
た
ほ
か
、
あ
ま
り
変

わ
っ
た
よ
う
に
見
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
確
実
に
、
職
人
の
知
恵
と
技

が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
あ
る
姿
を
守
り

後
世
に
伝
え
る
の
は
、
百
六
十
三
年
目
を

迎
え
た
本
丸
御
殿
と
同
じ
時
を
過
ご
す
私

た
ち
で
す
。
3
月
26
日
、
本
丸
御
殿
と
私

た
ち
の
新
た
な
歴
史
の
扉
が
開
き
ま
す
。

市立博物館・本丸御殿竣工記念企画展

川越城
－ 描かれた城絵図の世界 －

　今回の企画展では江戸時代初期か

ら幕末にかけて描かれた川越城図を

約35点、城内の建物を描いた図を

10点展示します。その中には、川

越城内にあった建物を復元できる可

能性を秘めた唯一の資料、富士見

櫓
やぐら

の実測図も含まれています。

日�時…3月26日㈯～5月8日㈰、午

前9時～午後5時（入館は午後4時

30分まで）

入�館料…200円（160円）▶大学生・

高校生＝100円（80円）▶中学生

以下＝無料

＊（ ）内は20人以上の団体料金。

玄関の漆喰を見ながら
修理を振り返る
玄関の漆喰を見ながら
修理を振り返る

5館共通入館券販売再開
　市立博物館・市立美術館・川越ま
つり会館・本丸御殿・蔵造り資料館
の入館・観覧ができる、お得なセッ
ト券です。各施設で販売します。
販売時期…4月1日㈮～
価 格…650円▶大学生・高校生＝

450円

本丸御殿無料公開
　本丸御殿の竣工を記念して、無料
公開します。この機会に、本丸御殿
と修理の成果をご覧ください。
期 間…3月26日㈯～31日㈭（26日は

午後2時から、28日㈪は休館）
開 館時間…午前9時～午後5時（入館

は午後4時30分まで）
通 常の入館料…100円（80円）▶大学

生・高校生＝50円（40円）▶中学
生以下＝無料

＊（ ）内は20人以上の団体料金。
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
川
越
城
本
丸
御
殿
竣
工
式
典

　

工
事
の
竣
工
を
記
念
し
て
、
本
丸
御
殿
前
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
程
…
3
月
26
日
㈯

内
容
・
時
間
…
中
台
囃
子
連
中
演
舞
＝
午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

開
催
式
典
＝
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　

川
越
藩
火
縄
銃
鉄
砲
隊
出
陣
式
＝
午
前
11
時
～

会
場
…
本
丸
御
殿
前（
交
通
規
制
は
図
1
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

川
越
藩
火
縄
銃
鉄
砲
隊
演
武
・
川
越
鳶と

び

組
合
は
し
ご
乗
り
・

民
踊
流
し
・
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
ラ
ジ
オ
ぽ
て
と
一
日
限
定

復
活
！　

ほ
か
、
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

日
時
…
3
月
26
日
㈯
、
午
前
11
時
～
午
後
4
時

会
場
…
一
番
街
ほ
か（
交
通
規
制
は
図
2
）

小
江
戸
川
越
春
の
舟
遊（
新
河
岸
川
観
光
舟
運
）

　

乗
船
は
無
料
。
3
月
26
日
、
午
前
11
時
30
分
か
ら
、
氷
川
神

社
北
側
で
新
設
し
た
船
着
き
場
の
竣
工
式
を
行
い
ま
す
。

日�

時
…
3
月
26
日
㈯
、
午
後
1
時
30
分
～
4
時

　
　
　
　
　

27
日
㈰
、
午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

会
場
…
新
河
岸
川
河
畔（
氷
川
神
社
北
側
～
田た

谷や

堰ぜ
き

東
側
）

小
江
戸
川
越
縁
日
大
会

　

各
種
団
体
演
技
や
大
道
芸
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
、

物
産
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
時
…
5
月
3
日
㈷
・
4
日
㈷
、
午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場
…
蓮れ

ん

馨け
い

寺じ

・
熊
野
神
社

小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り
民
踊
大
会

　

市
内
の
民
踊
団
体
が
参
加
し
ま
す
。

日
時
…
5
月
5
日
㈷
、
午
前
10
時
～
正
午（
荒
天
中
止
）

会
場
…
蓮
馨
寺

川
越
駅
観
光
案
内
所
L
2
2
2
︲
5
5
5
6

　
　

小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り

川
越
駅
観
光
案
内
所
L
2
2
2
︲
5
5
5
6

市役所

時の鐘

時の鐘時の鐘

蓮馨寺

蓮馨寺

菓
子
屋
横
丁 蔵

造
り
の
町
並
み

蔵
造
り
の
町
並
み

     県道
川越
日高
線

県道川
越日高

線

県道川
越日高

線

3月26日㈯、午前11時～午後4時
5月3日㈷・4日㈷、午前11時～午後5時

3月26日㈯、午前11時～午後4時

図2　交通規制（一番街ほか）

本
丸
御
殿

初雁球場
駐車場

市
立
美
術
館

市立博物館

至
市
役
所

国
道
2
5
4
号

3月26日㈯、午前8時～11時30分

図1　交通規制（本丸御殿前）

熊野神社熊野神社

3月26日㈯～5月5日㈷

市役所

時の鐘

時の鐘時の鐘

蓮馨寺

蓮馨寺

菓
子
屋
横
丁 蔵

造
り
の
町
並
み

蔵
造
り
の
町
並
み

     県道
川越
日高
線

県道川
越日高

線

県道川
越日高

線

3月26日㈯、午前11時～午後4時
5月3日㈷・4日㈷、午前11時～午後5時

3月26日㈯、午前11時～午後4時

図2　交通規制（一番街ほか）

本
丸
御
殿

初雁球場
駐車場

市
立
美
術
館

市立博物館

至
市
役
所

国
道
2
5
4
号

3月26日㈯、午前8時～11時30分

図1　交通規制（本丸御殿前）

熊野神社熊野神社

昨年の小江戸川越春の舟遊昨年の小江戸川越春の舟遊
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�

川
越
桜
ま
つ
り
…
3
月
20
日
㈰
～
4
月

5
日
㈫
。
喜
多
院
・
蓮
馨
寺
ほ
か
。

　

�

お
よ
げ�

鯉
の
ぼ
く
ん
!!
…
3
月
26
日

㈯
、
午
前
10
時
～
（
5
月
5
日
㈷
ま
で

飾
り
付
け
）。
大
正
浪ろ

ま
ん漫
夢
通
り
。

　

�

立
門
前
ギ
ャ
ラ
リ
ー
…
3
月
26
日
㈯
～

5
月
5
日
㈷
、
午
前
11
時
～
午
後
4
時

（
雨
天
時
は
一
部
中
止
）。立
門
前
通
り
。

　

�

小
江
戸
川
越
蔵
の
街
を
着
物
姿
で
散
策

…
3
月
26
日
㈯
、
午
前
11
時
～
（
雨
天

中
止
）。
埼
玉
り
そ
な
銀
行
川
越
支
店

前
集
合
。

　

�

新
河
岸
川
桜
ま
つ
り
…
3
月
27
日
㈰
、

午
前
11
時
～
（
雨
天
中
止
）。
北
公
民

館
前
新
河
岸
川
河
畔
。

　

�

買か
い

場ば

紗さ

綾や

市い
ち

in
織
物
市
場
…
3
月
27
日

㈰
、
午
前
11
時
～
午
後
4
時
。
川
越
織

物
市
場
。

　

�

川
越
不
動
蚤の

み

の
市
…
3
月
28
日
㈪
、
4

月
28
日
㈭
。
成
田
山
川
越
別
院
。

　

�

川
越
市
園
芸
総
合
展
…
4
月
1
日
㈮
～

3
日
㈰
、
午
前
10
時
～
午
後
4
時（
3

日
は
午
後
3
時
ま
で
）。
農
業
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
。

　

�

小
江
戸
川
越
の
桜
と
蔵
の
町
を
歩
く
…

4
月
2
日
㈯
、
午
前
9
時
～
午
後
0
時

30
分
。
本
川
越
駅
ま
た
は
川
越
駅
東
口

に
午
前
9
時
～
9
時
30
分
に
集
合
。

三
百
人（
抽
選
）。
五
百
円（
小
中
学
生

二
百
円
）。
往
復
ハ
ガ
キ
に
催
し
名
・

住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・

集
合
場
所
・
参
加
人
数
を
明
記
し
、
3

月
28
日
㈪（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒

3
5
0
︲
0
8
2
4
石
原
町
二
丁
目

三
三
︲
一
三
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
L
2
2
2
︲
2
0
7
5

　

�
小
江
戸
川
越
着
物
姿
コ
ン
テ
ス
ト
…
4

月
2
日
㈯
、
午
後
1
時
30
分
～
（
雨
天

中
止
）。
蓮
馨
寺
。

　

�

川
越
水
上
公
園
さ
く
ら
祭
り
…
4
月
3

日
㈰
、
午
前
10
時
～
午
後
3
時（
雨
天

中
止
）。
川
越
水
上
公
園
。

　

�

石
田
の
春
ま
つ
り
…
4
月
3
日
㈰
、
午

前
10
時
～
午
後
2
時（
雨
天
の
場
合
10

日
㈰
）。
石
田
藤
宮
神
社
。

　

呑ど
ん

龍り
ゅ
う

デ
ー
…
4
月
8
日
㈮
。
蓮
馨
寺
。

　

�

菓
子
屋
横よ

こ

丁
ち
ょ
う

春
ま
つ
り
…
4
月
9
日

㈯
、
午
後
1
時
～
3
時
・
10
日
㈰
、
午

前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分
。
菓
子

屋
横
丁
。

　

�

小
江
戸
落
語
会
…
4
月
9
日
㈯
、
午
後

2
時
～
（
未
就
学
児
入
場
不
可
）。
や

ま
ぶ
き
会
館
。
前
売
り
千
五
百
円
、
当

日
二
千
円
。
蓮
馨
寺
落
語
会
世
話
人
会

L
2
4
4
︲
5
2
7
0

　

�

川
越
囲
碁
ま
つ
り
…
4
月
9
日
㈯
、
午

後
1
時
～
。
蓮
馨
寺
。

　

�

石
原
の
さ
さ
ら
獅
子
舞
…
4
月
17
日

㈰
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
。
観
音
寺

（
雨
天
時
は
石
原
町
公
民
館
）。

　

�

中
福
の
神
楽
…
4
月
19
日
㈫
、
午
後
5

時
～
6
時
。
中
福
稲
荷
神
社
。

　

�

喜
多
院
宝
物
特
別
展
…
4
月
22
日
㈮
～

5
月
5
日
㈷
、
午
前
8
時
50
分
～
午
後

4
時
50
分
。
千
円（
中
学
生
以
下
は

四
百
円
）。
喜
多
院
。

　

�

川
越
れ
ん
げ
ま
つ
り
…
4
月
29
日
㈷
、

午
前
10
時
～
午
後
3
時
。
農
業
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
。

　

�

新
河
岸
川
へ
の
集
い
…
4
月
29
日
㈷
、

午
前
10
時
～
午
後
3
時（
雨
天
中
止
）。

新
河
岸
川
旭
橋
付
近
。

　

�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
…
5
月
3
日
㈷
、

午
前
10
時
～
午
後
3
時（
雨
天
の
場
合

4
日
㈷
）。
大
正
浪
漫
夢
通
り
・
連
雀

町
繁
栄
会
通
り
。

　

�

花
ま
つ
り
…
5
月
3
日
㈷
、
午
後
1
時

～
。
蓮
馨
寺
。

　

�

西
武
鉄
道
・
小
田
急
電
鉄
・
江
ノ
島
電

鉄
合
同
の
ん
び
り
ハ
イ
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク

…
5
月
3
日
㈷（
荒
天
中
止
）。
午
前
9

時
30
分
～
11
時
に
本
川
越
駅
前
集
合
。

　

�

山
車
の
展
示
と
居
囃
子
…
5
月
3
日

㈷
・
4
日
㈷
、
午
前
10
時
～
午
後
3
時

＝
新
富
町
二
丁
目
・
徳と

く

川が
わ

家い
え

光み
つ

の
山
車

（
荒
天
中
止
）。
小
江
戸
蔵
里
。
▼
5
月

3
日
㈷
･
4
日
㈷
、
午
前
10
時
～
午

後
5
時
＝
連
雀
町
・
太お

お

田た

道ど
う

灌か
ん

の
山
車
。

熊
野
神
社
。
▼
5
月
4
日
㈷
・
5
日
㈷
、

午
前
10
時
～
午
後
4
時
＝
元
町
一
丁

目
・
牛う

し

若わ
か

丸ま
る

の
山
車
。
稲
荷
神
社
前
。

新河岸川舟行列
観光課L224－5940

　今年は日本橋架橋100周
年。かつて川越と江戸を結
んだ新河岸川舟運にちな
み、下新河岸船着き場から
志木市いろは橋まで、和舟
4そうを運航。途中で親書
を預かり、日本橋へ届けま
す。これに合わせて川越市・
栃木市・香取市が共催する
小江戸サミットは、4月2日
㈯に日本橋で開催します。

●3月29日㈫（荒天翌日）

●4月2日㈯

出発式＝9：00～
下
しも

新
しん

河
が

岸
し

（川越市）

福
ふく

岡
おか

河
が

岸
し

（ふじみ野市）
10：05

伊
い

佐
さ

島
じま

河
が

岸
し

（富士見市）
11：20

引
ひき

又
また

河
が

岸
し

（志木市）
13：50

親書受け渡しや
川越藩火縄銃鉄砲隊の演武
などが行われます。

日本橋お江戸舟運まつり
10：00～（中央区）

新河岸川旭橋付近から
和舟4そうが出航
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投
票
で
き
る
方

　

平
成
3
年
4
月
11
日

ま
で
に
生
ま
れ
、
同
22

年
12
月
31
日
ま
で
に
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
、
選
挙
当
日
ま
で
引
き
続
き
市
内
に
居

住
し
、
川
越
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
。

　

た
だ
し
、
市
外
へ
転
出
し
た
方
で
も
、

市
内
の
投
票
所
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
（
市
外
へ
転
出
し
た
方
の
投
票
を

参
照
）。

＊
川
越
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
も
、
特
別
の
事
情
で
選
挙
権
を

失
っ
た
方
、
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
た
方

な
ど
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
県
外
か
ら
転
入
し
た
方
の
投
票

　

平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
川
越
市
へ

転
入
届
を
提
出
し
て
い
る
方
は
、
投
票
で

き
ま
す
。
平
成
23
年
1
月
1
日
以
降
に
転

入
し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
県
内
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
の
投
票

　

平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
川
越
市
へ

転
入
届
を
提
出
し
て
い
る
方
は
、
市
内
の

投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
平
成
23
年
1

月
1
日
以
降
に
転
入
し
（
県
内
異
動
一
回

に
限
る
）、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前
住
所
地
の
市

町
村
で
投
票
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

市
町
村
が
発
行
す
る
証
明
書
か
住
民
票
の

写
し
が
必
要
で
す
。

■
市
外
へ
転
出
し
た
方
の
投
票

　

川
越
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
た
方
が
、
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
し

（
県
内
異
動
一
回
に
限
る
）、
新
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
川
越
市
で
投
票
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
市
町
村
で
発
行
す
る
証
明
書
か
住

民
票
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
4
月
9
日
㈯
ま
で
に
県
外
へ
転

出
し
た
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
市
内
で
転
居
し
た
方
の
投
票

　

投
票
で
き
る
方
の
う
ち
、
3
月
11
日
以

降
に
市
内
で
住
所
変
更
し
た
方
は
、
旧
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
は
、
4
月
8
日
㈮
ま
で
に
新

聞
朝
刊（
朝
日
・
埼
玉
・
産
経
・
東
京
・

日
本
経
済
・
毎
日
・
読
売
）に
折
り
込
み

ま
す
。
選
挙
公
報
に
は
、候
補
者
の
氏
名
・

党
派
・
経
歴
・
政
見
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。投
票
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
方
に
は
、
郵

送
し
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市
役
所
・

出
張
所
な
ど
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券

■
必
ず
切
り
離
し
て
投
票
所
へ

　

投
票
所
入
場
券
が
届
い
た
ら
、
記
載
内

容
を
確
か
め
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
投
票
所
へ
は
、
入
場
券
を
各
自
で
切

り
離
し
、
本
人
の
入
場
券
だ
け
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
入
場
券
を
な
く
し
た
ら

　

選
挙
当
日
、
自
分
の
投
票
区
の
投
票
所

受
付
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
入

場
券
が
再
発
行
さ
れ
、
す
ぐ
に
投
票
で
き

ま
す
。

投
票

■
投
票
用
紙
の
記
入

　

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
一
人
の
氏
名

を
は
っ
き
り
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
候

補
者
一
人
の
氏
名
以
外
を
記
入
す
る
と
、

大
切
な
一
票
が
無
効
に
な
り
ま
す
。

■
代
理
投
票
と
点
字
投
票

　

身
体
が
不
自
由
な
方
や
自
分
で
文
字
が

書
け
な
い
方
の
た
め
に
、
係
員
が
本
人
に

代
わ
り
記
入
し
ま
す
。
ま
た
、
目
の
不
自

由
な
方
は
、
点
字
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま

す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
投
票
所
で
係
員

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

■
投
票
所

　

投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票

所
と
略
図
を
確
認
の
う
え
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ

ー
な
ど
に
出
か
け
る
方
は
、
投
票
日
の
前

日
ま
で
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
を
行
う
際
は
、
宣
誓
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
宣
誓
書
は
、
期
日
前
投

票
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
の
会
場
・
日
時

　

投
票
所
入
場
券
を
持
ち
（
届
い
て
い
な

い
場
合
は
な
く
て
も
可
）、
次
の
会
場
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

本
庁
舎
七
階
7
A
会
議
室
＝
4
月
2

日
㈯
〜
9
日
㈯
、
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
8
時

② 

ア
ト
レ
六
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
＝

4
月
6
日
㈬
〜
9
日
㈯
、
午
前
10
時
30

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
L
2
2
4
‐
6
1
2
0

告
示
日
＝
4
月
1
日
㈮
▼
投
票
日
＝
4
月
10
日
㈰
　
投
票
時
間
＝
午
前
7
時
～
午
後
8
時
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分
〜
午
後
７
時

＊
駐
車
券
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

③ 

メ
ル
ト（
西
文
化
会
館
）＝
4
月
6
日
㈬

〜
9
日
㈯
、
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
７

時
④ 

高
階
市
民
セ
ン
タ
ー
＝
4
月
6
日
㈬
〜

9
日
㈯
、
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
７
時

■ 

指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
で
の
不
在
者

投
票

　

次
の
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

▼
埼
玉
病
院
▼
川
越
同
仁
会
病
院
▼
山
仁

病
院
▼
山
口
病
院
▼
行
定
病
院
▼
赤
心
堂

病
院
▼
三
井
病
院
▼
武
蔵
野
総
合
病
院
▼

廣
瀬
病
院
▼
池
袋
病
院
▼
康
正
会
病
院
▼

帯
津
三
敬
病
院
▼
西
川
病
院
▼
埼
玉
医
科

大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
▼
関
本
記
念
病

院
▼
南
古
谷
病
院
▼
霞
ヶ
関
南
病
院
▼
岸

病
院
▼
城
南
中
央
病
院
▼
川
越
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
▼
老
人
保
健
施
設
プ
ラ

イ
ム
ケ
ア
川
越
▼
老
人
保
健
施
設
川
越
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
▼
老
人
保
健
施
設
い
ぶ
き
▼

介
護
老
人
保
健
施
設
瑞
穂
の
里
▼
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
真
寿
園
▼
川
越
市
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
ま
ぶ
き
荘
▼
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
陽
光
園
▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

す
み
れ
の
里
・
川
越
▼
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
み
な
み
か
ぜ
▼
ケ
ア
ハ
ウ
ス
み
な
み

か
ぜ
▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ア
イ
リ
ス

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
瀬
の
里
▼
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
蔵
の
町
・
川
越
▼
ケ

ア
ハ
ウ
ス
主
の
園
▼
介
護
老
人
福
祉
施
設

小
江
戸
の
庭

＊
市
外
の
施
設
で
あ
っ
て
も
、
不
在
者
投

票
の
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
、
施
設
内
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
施
設
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
は
、
郵

便
等
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

● 

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
両
下
肢
・

体
幹
・
移
動
の
障
害
の
程
度
が
一
級
ま

た
は
二
級
▼
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障
害
の
程

度
が
一
級
ま
た
は
三
級
▼
免
疫
・
肝
臓

の
障
害
の
程
度
が
一
級
〜
三
級

● 

戦
傷
病
者
の
手
帳
を
持
ち
、
両
下
肢
・

体
幹
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
〜
第

二
項
症
▼
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝
臓
の
障
害

の
程
度
が
特
別
項
症
〜
第
三
項
症

●
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
5

　

郵
便
等
に
よ
る
投
票
が
で
き
る
方
の
う

ち
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
代
理
記
載
に

よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

● 

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
一

級（
特
別
項
症
〜
第
二
項
症
）

　

い
ず
れ
も
事
前
に
申
請（
届
け
出
）が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
持
っ
て

い
る
方
は
、
投
票
日
の
4
日
前（
4
月
6

日
㈬
）ま
で
に
証
明
書
を
提
示
し
て
、
投

票
用
紙
を
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
投
票
は
、
郵
送
に
か
か
る
期
間
を
考
慮

し
て
、
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

開
票（
即
日
開
票
）

　

開
票
は
、
4
月
10
日
㈰
、
午
後
9
時
か

ら
川
越
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
行
い
ま

す
。
開
票
速
報
は
、
総
合
体
育
館
正
面
玄

関
に
掲
示
し
ま
す
。

■
投
票
・
開
票
速
報
　

●
速
報
電
話
番
号
L
0
1
8
0
︲
9
9
4

　
3
3
5

投�

票
速
報
…
4
月
10
日
㈰
、
午
前
9
時
～

午
後
9
時
30
分

開���

票
速
報
…
4
月
10
日
㈰
、
午
後
10
時
30

分
～

＊
一
部
の
電
話（
I
P
電
話
・
光
電
話
な

ど
）は
、
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
市
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト

統一地方選挙とは
　地方公共団体の長と議会の選
挙を、全国的に期日を統一して
行う選挙のことです。まとめて
行うことで、有権者の選挙への
関心を高め、また、選挙事務の
円滑な執行や費用の節減ができ
るなどのメリットがあります。
　4年ごとに、4月の上旬に都
道府県や政令指定都市の首長・
議会議員選挙が、同下旬に政令
指定都市以外の市町村（東京都
の特別区含む）の首長・議会議
員選挙が行われます。
　県内では、4月の第2日曜日
に県議会議員選挙・さいたま市
議会議員選挙、同第4日曜日に
市町の首長選挙が3市町で、議
会議員選挙が31市町で行われ
ます。

選挙の3原則
　選挙制度は、次の3つの原則
から成り立っています。
①選挙平等の原則
　収入や社会的身分・性別など
にかかわらず、すべての国民が
平等に選挙権を与えられます。
②投票自由の原則
　すべての選挙人が、自分自身
の判断で、最も信頼がおけると
思う人に自由に投票できます。
また、投票の秘密を守るために、
誰に投票したかということが他
人に分からないよう、配慮され
ます。
③選挙公正の原則
　選挙の公正を確保し、すべて
の選挙人の意思が正しく反映さ
れるように、配慮されています。
具体的なものは、公職選挙法で
多くの規定を設けています。

せんきょ君

選挙管理委員会事務局
           L224ー6120

選挙コラム
選挙管理委員会事務局
           L224ー6120



国
民
年
金
受
給
者
・
加
入
者
が

亡
く
な
っ
た
ら

市
民
課
国
民
年
金
担
当
L
2
2
4
︲
5
7
6
4

国
民
年
金
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

　
「
国
民
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
死
亡
月
ま
で
の

年
金
の
未
支
給
分
は
、
受
給
者
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す

の
で
、「
未
支
給
年
金（
保
険
給
付
）請
求

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
先
は
、
受
け
て
い
た
年
金
の
種
類

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
市
民
課（
本
庁

舎
一
階
）・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

L
0
5
7
0
︲
0 

5
︲
1
1
6
5
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

●
寡
婦
年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合

要�

件
…
第
一
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
な

ど
）と
し
て
の
保
険
料
納
付
済
み
期
間

と
保
険
料
免
除
期
間
の
合
計
が
二
十
五

年
以
上
あ
る
夫
が
、
年
金
を
受
給
し
な

い
ま
ま
死
亡
し
た
場
合

対�

象
…
要
件
を
満
た
す
夫
と
十
年
以
上
婚

姻
期
間
が
あ
っ
た
妻

支�

給
期
間
…
妻
が
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る

ま
で
の
最
長
五
年
間

●
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合

要�
件
…
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
三
年
以

上
保
険
料
を
納
付
し
た
方
が
、
年
金
を

受
給
し
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
場
合

対�

象
…
要
件
を
満
た
す
方
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
遺
族

＊
遺
族
基
礎
年
金
が
請
求
で
き
る
場
合

は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）評
価

額
が
確
認
で
き
ま
す

縦
覧
・
閲
覧
＝
資
産
税
課
管
理
担
当

L
2
2
4
︲
5
6
4
2

不
服
審
査
＝
市
民
税
課
税
制
担
当

L
2
2
4
︲
5
6
3
7

 

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

自
分
が
持
つ
土
地
や
家
屋
の
評
価
が
、

ほ
か
と
比
べ
て
適
正
で
あ
る
か
を
、
縦
覧

帳
簿
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

納
税
し
て
い
る
資
産
が
、
土
地
の
場
合

は
土
地
の
縦
覧
帳
簿
、
家
屋
の
場
合
は
家

屋
の
縦
覧
帳
簿
が

縦
覧
で
き
ま
す
。

縦�

覧
期
間
…
4
月

1
日
㈮
～
5
月

31
日
㈫

対�

象
…
納
税
者
▼
同
居
の
親
族
▼
納
税
管

理
人
▼
相
続
人
代
表
者
▼
納
税
者
の
委

任
状
を
持
つ
方

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

自
分
が
持
つ
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

の
課
税
内
容
が
、
確
認
で
き
ま
す
。
閲
覧

は
、
常
時
可
能
で
す
。

　

前
記
縦
覧
期
間
内
は
「
名な

寄よ
せ

帳
兼
課
税

台
帳
の
写
し
」
を
無
料
交
付
し
ま
す
。

対�

象
…
固
定
資
産
の
所
有
者
▼
同
居
の
親

族
▼
納
税
管
理
人
▼
相
続
人
代
表
者
▼

所
有
者
の
委
任
状
を
持
つ
方

●
縦
覧
・
閲
覧
の
会
場
・
持
ち
物

会
場
…
資
産
税
課（
本
庁
舎
二
階
）

持�

ち
物
…
申
請
人
本
人
を
証
明
す
る
物

（
自
動
車
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
前
年
度
の
納
税
通
知
書

の
い
ず
れ
か
）

不
服
審
査
の
申
し
出

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
価

格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、「
川
越
市
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
」
へ
審
査
を
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申�

し
出
期
間
…
4
月
1
日
㈮
～
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
翌
日
以
降

六
十
日
経
過
し
た
日
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4月1日㈮から、無料で使えます
電気自動車の急速充電器

環境政策課L224-5866

　環境省の地球温暖化対策基金（中核市・特

例市グリーンニューディール基金）を活用し、

電気自動車用急速充電器を設置。4月1日㈮

から、市民の皆さんに

無料で開放します。

　電気自動車は、走行

時の二酸化炭素排出が

ゼロ。環境にやさしい

車として注目されてい

ます。現在、市内の電

気自動車は9台（市民所有1台・事業所所有8

台）です。これからも、地球温暖化対策の1つ

として電気自動車用急速充電器を設置し、市

内の電気自動車の普及を促進していきます。

利�用時間…午前9時～午後4時（土・日曜日、

祝・休日、年末年始を除く）

設置場所…公用車管理棟入口（郭町1丁目）

設置容量…急速充電器（3相200V、20kW）

充電時間…40分～50分程度

＊充電は、1回１台ずつです。

画面に従って、簡単に操
作できます



重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

申
請
を

医
療
助
成
課
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

　

重
度
心
身

障
害
者
医
療

費
受
給
者
証

を
持
っ
て
い

る
方
が
医
療

機
関
で
診
療

を
受
け
た

際
、
窓
口
で
支
払
っ
た
保
険
適
用
の
医
療

費
は
、
申
請
で
戻
り
ま
す
。
ま
だ
支
給
申

請
し
て
い
な
い
場
合
は
、医
療
助
成
課（
本

庁
舎
二
階
）・
出
張
所
・
連
絡
所
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

持�

ち
物
…
①
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
②
健
康
保
険
証
③
領
収
書
原
本

● 

登
録
申
請

　

医
療
費
の
受
給
に
は
、
医
療
助
成
課
で

登
録
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

対�

象
…
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
～
4
級
所

持
者
▼
療
育
手
帳
Ａ
・
Ａ
・
Ｂ
所
持
者

▼
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
よ
る

障
害
認
定
者（
65
歳
以
上
で
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
・
2
級
所
持
者

ま
た
は
障
害
年
金
1
級
・
2
級
の
裁
定

を
受
け
て
い
る
方
）

持�

ち
物
…
①
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
障

害
年
金
証
書
の
い
ず
れ
か
一
つ
②
健
康

保
険
証
③
預（
貯
）金
通
帳
④
印
鑑

＊
身
体
障
害
者
手
帳
4
級
の
方
は
、
平
成

24
年
10
月
1
日
の
診
療
分
か
ら
、
本
人
の

市
民
税
が
非
課
税
の
方
の
み
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

＊
食
事
・
生
活
療
養
標
準
負
担
額
へ
の
助

成
は
、10
月
1
日
の
診
療
分
か
ら
半
額
に
、

平
成
25
年
4
月
1
日
の
診
療
分
か
ら
廃
止

に
な
り
ま
す
。

3
月
26
日
㈯
か
ら
、

第
二
・
第
四
土
曜
日
を
開
庁

市
民
課
庶
務
担
当
L
2
2
4
︲
5
7
3
9

　

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方
は
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
取
り
扱
い
業
務
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

開�

庁
時
間
…
午
前
8
時
30
分
～
正
午

開�

庁
場
所
…
市
民
課（
本
庁
舎
一
階
）・
収

税
課（
本
庁
舎
二
階
）・
南
連
絡
所
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〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
●年度末は市役所駐車場・周辺道路の混雑が予想されます。来庁には公共交通機関や自転車をご利用ください　管財課L224−5633
●中小企業向け融資を実施しています　商工振興課L224−5934
　 申し込みには、取扱金融機関による事前調査が必要です。①特別小口無担保無保証人融資・中小企業一般貸付融資（限度額1,250万

円以内）②中小企業中口事業資金融資（限度額3,000万円以内）③小規模企業者セーフティ融資（限度額500万円以内）④中小企業認証
等取得資金融資＝ ISO などの認証取得資金が必要な事業主⑤新規創業者支援資金融資＝市内で創業しようとする方⑥法人経営強化資
金融資＝スピードサポートが必要な法人事業主。

●ごみの正しい分別にご協力を　資源循環推進課L239−6267
　 「その他プラスチック製容器包装」は、容器包装リサイクル法に基づき処理しています。可燃ごみなどの異物が混入していると、

1袋ずつ手で選別をするため、大変な手間と費用が掛かります。家庭での分別の徹底に、ご協力をお願いします。分別方法な
どは、この広報川越と同時配布する平成23年度「家庭ごみの分け方・出し方」をご覧ください。

●インフルエンザワクチン接種費用の助成終了　健康づくり支援課L224−8611
　 平成22年度市・県民税非課税世帯・生活保護世帯へのインフルエンザワクチンの接種費用助成は、3月31日㈭までの接種が対象です。

○

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
発
送

対
象

発
送
日

問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
70
歳
か
ら

74
歳
ま
で
で
、
自
己
負
担
額
が
一
割
の

高
齢
受
給
者
証
を
持
つ
方

3
月
28
日

国
民
健
康
保
険
課

資
格
給
付
担
当

L
2
2
4
︲
5
8
3
6

＊
医
療
費
の
自
己
負
担
額
は
、
来
年
3
月
ま
で
一
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す（
現
役
並
み
の
所

得
が
あ
る
方
を
除
く
）。

＊
現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証（
一
割
負
担
）の
有
効
期
限
は
、
3
月
31
日
㈭
ま
で
で
す
。

開
庁
窓
口

　

取
り
扱
い
業
務

市
民
課

南
連
絡
所

戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
、
転
入
・

転
出
・
転
居
・
印
鑑
登
録
に
関

す
る
手
続
き
、
住
民
票
・
印
鑑

証
明
・
全
部（
個
人
）事
項
証
明

（
戸
籍
謄〈
抄
〉本
）の
交
付

＊
外
国
人
登
録
に
関
す
る
手
続

き
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
電

子
証
明
書
の
取
い
扱
い
を
除
く
。

課
税
・
所
得
・
非
課
税
証
明
書

の
交
付

＊
営
業
証
明
書
の
取
り
扱
い
を
除

く
。

納
税
証
明
書
の
交
付

固
定
資
産
税
に
関
す
る
証
明
書

の
交
付

＊
住
宅
用
家
屋
証
明
書
、
固
定
資

産
家
屋
課
税
台
帳
登
録
証
明
書

（
所
在
証
明
）の
取
り
扱
い
を
除
く
。

収
税
課

市
税（
国
民
健
康
保
険
税
を
含

む
）の
納
付
、
納
税
証
明
書
の

交
付
、
納
付
書
の
再
発
行
、
納

税
相
談



　多くの女性は50歳ごろに閉経を迎えます。閉経
前後の5年間を「更年期」といい、50歳前後を境に
卵巣の機能が次第に衰え、女性ホルモンの分泌量が

減少します。また、
この時期は家庭や仕
事の悩み、老後の不
安など、ストレスが
多い世代。これらが
自律神経の働きや心
の動きに影響を及ぼ
し、さまざまな症状

（左表）になって現れ
ます。
　症状は、人によっ
て現れ方も程度も異

なります。つらくても、周りの人に話せなかったり、
家族の理解が得られなかったりすると、ますます状
態を悪化させ、日常生活に支障をきたすほどの重い
症状になる人も少なくありません。
　症状の改善には、バランスの良い食事、適度な運
動、十分な睡眠など規則正しい生活習慣を心がける
ことが重要です。また、自分に合った方法により、
ストレスを上手に解消することが大切です。更年期
をより快適に過ごすため、市では「女性のための健
康教室」や電話健康相談L224−5263を実施し
ています。健康教室では、助産師や管理栄養士によ
る日常生活や食事の話、健康運動指導士によるリフ
レッシュ運動や骨盤底筋運動などを行っています。
　更年期症状がつらい場合には、一人で悩まず相談、
ためらわずに一度受診してみましょう。

消
費
生
活
の
豆
知
識
　
そ
の
11　

違
法
・
悪
質
な
不
用
品
回
収
業
者
に
注
意
！

事
例
…
「
ご
家
庭
の
不
用
品
を
引
き
取
り
ま
す
」

と
宣
伝
し
な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
で
家
電
製
品
や
家

具
な
ど
を
回
収
し
て
い
た
。
処
分
を
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

　

最
近
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で
増
え

て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
有
料
で
廃
棄
物
を
回
収
す
る
に
は
、

市
の
「
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
の
許
可
」
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象

品
や
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン

は
、
処
分
方
法
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

① 

市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
が
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

で
宣
伝
し
な
が
ら
廃
棄
物
を
回
収
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

② 

引
っ
越
し
な
ど
で
一
時
的
に
ご
み
が
多
量
に
出

る
場
合
は
、
市
の
処
理
施
設
へ
自
己
搬
入
す
る

か
、
市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
収
集
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

許
可
業
者
に
つ
い
て
は
、
資
源
循
環
推
進
課

L
2
3
9
︲
6
2
6
7
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
一
覧
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

④ 

廃
品
回
収
業
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
、
生

活
情
報
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
L
2
2
6
︲
7
0
6
6（
相
談
専
用
L
2
2
6
︲
7
4
7
6
）

健康づくり支援課
L229－4124知っていますか？　女性の更年期けんこう

いんふぉ

　

駅
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
は
、
川
越
駅
。
観
光

客
が
多
く
利
用
す
る
同
駅
に
は
、
川
越
ら
し

さ
が
た
く
さ
ん
ち
り

ば
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

東
口
へ
出
て
み
ま

す
。
こ
こ
は
川
越
ら

し
さ
の
宝
庫
。
柵
や
手
す
り
、街
灯
、ベ
ン
チ
、

案
内
板
、
バ
ス
乗
り
場
、
デ
ッ
キ
裏
ま
で
も

が
、
蔵
造
り
の
屋
根
や
軒
蛇
腹（
上
写
真
）な

ど
を
再
現
し
て
い
ま
す
。
デ
ッ
キ
か
ら
ア
ト

レ
の
入
り
口
へ
向
か
っ
て
い
る
と
、
突
然
太

鼓
の
音
！　

見
上
げ
る
と
時
計
や
壁
が
回
転

し
、
人
形
や
山
車
が
出
現
。
軽
快
な
川
越
ま

つ
り
囃
子
が
始
ま
り
ま
し
た
。
い
つ
も
よ
り

少
し
歩
を
緩

め
て
、
川
越

ら
し
さ
を
探

し
て
み
ま
せ

ん
か
。

今回出かけたのは

「川越駅」
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□顔がほてる
□頭痛・めまい・吐き気がよく起こる
□汗をかきやすい
□手足や腰が冷える
□息切れ・動きがする
□寝つきが悪い、眠りが浅い
□すぐイライラする・怒りっぽい
□憂うつになることが多い
□疲れやすい
□肩こり・腰痛・手足が痛む

当てはまる項目が多い場合は
一度相談・受診してみましょう

更年期かな？　と思ったら
チェックリスト

軒蛇腹軒蛇腹

川越
再
発見

鬼瓦と屋根鬼瓦と屋根



偉
大
な
る
背
番
号
42
②

川
越
第
一
中
学
校
　
二
年

　

し
か
し
、
僕
の
中
に
、
人
を
差
別
す
る

気
持
は
全
く
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

街
で
障
が
い
の
あ
る
人
を
見
か
け
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
見
た
目
だ
け
で

判
断
し
、
自
分
と
は
違
う
人
間
だ
と
思
う

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
気
持
ち
の
根
っ
こ
に

あ
る
も
の
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
選
手
を
締
め
出

し
た
人
々
の
も
の
と
同
じ
な
の
で
は
な
い

か
。「
自
分
と
は
違
う
」「
自
分
に
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
」
と
勝
手
に
思
い
こ
み
、

相
手
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
も
し
な
い

で
、
自
分
の
心
に
堅
く
バ
リ
ア
を
は
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
う
い
う
意
識
が

差
別
を
生
む
芽
と
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。

　

僕
が
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
た
ち
を
差
別

し
た
気
持
ち
で
見
た
こ
と
が
な
い
の
は
、

そ
の
選
手
の
才
能
や
プ
レ
ー
の
す
ば
ら
し

さ
を
僕
が
十
分
理
解
し
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
れ
に
比
べ
て
、
街
で
見
か
け
た
障
が
い

が
あ
る
人
を
、「
僕
と
は
違
う
人
間
だ
」

と
感
じ
る
の
は
、
相
手
の
こ
と
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
足
り
な
い
か
ら
だ

ろ
う
。僕
の
中
に
あ
る
同
じ
感
情
な
の
に
、

相
手
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
働

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

児
童
・
生
徒
の
人
権
作
文
⑩

地
域
教
育
支
援
課
L
2
2
4
︲
6
0
8
6

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
平
成
21
年
度
川
越
市
人
権
教
育
実
践
報
告
会
で
発
表
し
た
小
中
学
生
の
人
権
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

く
か
ど
う
か
が
、
大
き
な
違
い
と
な
る
よ

う
だ
。

　

や
さ
し
い
人
に
な
る
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
き
っ
と
、
相

手
を
理
解
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
の
積
み

重
ね
で
身
に
つ
く
も
の
な
の
だ
と
思
う
。

ま
ず
、
自
分
の
身
の
周
り
の
友
達
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
で
生
活
し
て
い
こ

う
。
そ
し
て
、
広
い
心
を
持
っ
た
大
人
に

な
っ
て
い
き
た
い
。

（
終
わ
り
）
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変えます。ここを！　⑩「市の財産の保全など」

品格あるまちを目指して

　昨秋、川越市オンブズマン会議から、2つの苦情申立
案件の調査結果として「市の所有地と近隣住民の所有地
の境界が不明確なまま放置すると、公共用財産が将来的
に時効取得される危険性があり、状況を放置した市の過
失を問われる場合もある」との指摘を受けました。
　このほか、道路、水路、その他の公共用地を自分の土
地であるかのように使用し続けている場合もあります。
事情はいずれにせよ、このような、トラブルが予想され
る案件について、これまでは「占有を継続する市民との
衝突を避ける姿勢に終始している」という、オンブズマ
ン会議が指摘するような傾向があったことは否めませ
ん。
　公共用地が、不法占拠されていることが明白であった
り、不法占拠の可能性が高いケースを市が認識していな
がら、担当者が関係者との衝突を避けて放置していたり
すれば、市の財産管理上、問題があります。担当者とし
ては、きぜんとした態度で努力しているものの、市民が
相手であることから、つい対応が消極的になってしまう
ことも考えられます。しかし、事案を放置することは、
強引な人や厚顔な人が利益を得るという結果にもなりか
ねません。
　市有地の占拠などは何十年も前からの案件が多く、何
が発端か分からないケースも少なくありません。そのよ
うな場合でも、早めに解決しておくことは、課題を次の
世代に残さないという意味でも必要なことであると思い
ます。
　今年の仕事始め式で、私は職員に対し、このような問
題についても先送りを改め、出来るだけ早期の解決を目
指すように、という指示をしました。ある程度時間はか
かりますが、鋭意努力をするつもりです。
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歌
っ
た
感
想

♪「
合
唱
は
初
め
て
で
、

不
安
で
し
た
。
終
わ
っ
て

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
」

（
中な

か

込ご
め

裕ゆ
う

子こ

さ
ん
・
ソ
プ

ラ
ノ
・
30
歳
・
郭
町
二
丁

目
）♪「
気
持
ち
良
か
っ
た

で
す
。
次
に
機
会
が
あ
れ

ば
出
た
い
で
す
」（
加か

藤と
う

紀の
り

子こ

さ
ん
・
ア
ル
ト
・
59

歳
・
石
原
町
一
丁
目
）♪

「
フ
ラ
ン
ス
出
身
な
の
で
、

ド
イ
ツ
語
は
外
国
語
。
通

勤
の
度
に
聴
い
て
覚
え
ま

し
た
」（
シ
ュ
バ
リ
エ�

ミ

ッ
シ
ェ
ル
さ
ん
・
テ
ノ
ー

ル
・
58
歳
・
吉
田
）♪「
第

九
は
、
喜
多
院
の
舞
台
に

次
ぎ
二
回
目
。
川
越
が
音

楽
あ
ふ
れ
る
街
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
」（
小お

野の

沢ざ
わ

康や
す

夫お

さ
ん
・
バ
ス
・
71
歳
・

砂
新
田
）

聴
い
た
感
想

♪「
歌
声
が
き
れ
い
で
感

動
し
ま
し
た
。
毎
年
演
奏

会
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」（
志し

村む
ら

千ち

枝え

子こ

さ
ん
・
70
歳
・

三
久
保
町
）♪「
み
ん
な
の

声
が
大
き
く
て
す
ご
か
っ

た
。
お
母
さ
ん
が
舞
台
に

立
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

次
は
出
た
く
な
り
ま
し

た
」（
伊い

藤と
う

俊し
ゅ
ん

く
ん
・
9
歳
・

南
通
町
）

指揮者・小
お

髙
だか

秀
しゅう

一
いち

さん
♪団員の半数近くが初心者とは思えない、良い
合唱でした。一生懸命に練習に取り組んだ成果
の表れですね。川越に音楽文化を根付かせるに
は、こうした催しを継続することが大切です。

コンサートマスター・水
みず

山
やま

裕
やす

夫
お

さん（東京都交響楽団）
♪合唱団の歌声は感動的で、演奏が終わったと
きは感無量でした。オーケストラは、昨年の夏
から準備を始め、お互い気心が知れた者同士の
ようでした。良い雰囲気で、演奏ができました。

♪
合
唱
団
の
練
習
が
始
ま
っ
た
の

は
、
昨
年
の
12
月
。
団
員
は
、

主
婦
や
会
社
員
、
俳
優
を
目
指
す
若
者

な
ど
、
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
で

す
。
約
百
五
十
人
が
、
や
ま
ぶ
き
会
館

を
主
な
練
習
会
場
に
、
週
一
度
の
ペ
ー

ス
で
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

♬
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
指
導
の
池い

け

口ぐ
ち

敬け
い

子こ

さ
ん
は
「
合
唱
は
一
人

の
声
が
良
い
だ
け
で
は
だ
め
。
大
切
な

の
は
調
和
」。「
第
九
は
リ
ズ
ム
が
複
雑

で
難
し
い
曲
。歌
う
表
情
も
大
切
で
す
」

と
話
す
の
は
、
テ
ノ
ー
ル
、
バ
ス
指
導

の
廣ひ

ろ

重し
げ

雅ま
さ

己み

さ
ん
。
練
習
で
ピ
ア
ノ
伴

奏
を
し
た
仲な

か

千ち

菜な

美み

さ
ん
は
「
次
第
に

自
信
が
つ
い
て
、
楽
し
く
歌
っ
て
い
る

の
が
、
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」。
各
パ

ー
ト
は
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
歓
喜
で
迎
え
る
べ

く
、
四
つ
の
歌
声
を

一
つ
に
調
和
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
川
越
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
有
志
を
中
心
に
結

成
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
合
同
練
習

を
し
た
の
は
、
直
前
の
２
月
に
入
っ
て

か
ら
。
短
い
時
間
で
、
歌
声
と
演
奏
を

一
つ
に
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
本
番
が

近
づ
く
緊
張
感
も
加
わ
り
、
練
習
に
さ

ら
に
熱
が
入
り
ま
す
。

♪
時
間
が
あ
れ
ば
発
声
練
習
。
慣

れ
な
い
ド
イ
ツ
語
の
発
音
に
苦

労
し
た
日
々
。
楽

譜
を
何
度
も
読
み

返
し
、
家
事
や
仕

事
を
終
え
、
寒
い

中
、
練
習
に
駆
け

つ
け
た
人
々
。
経

験
者
が
初
心
者
を

上
手
に
リ
ー
ド
し
て
、み
る
み
る
上
達
。

練
習
熱
心
で
、
情
感
豊
か
な
団
員
は
、

三
か
月
間
、
苦
し
み
な
が
ら
も
、
楽
し

く
歌
い
続
け
ま
し
た
。

♬
本
番
当
日
、
会
場
の
市
民
会
館

に
は
、
お
よ
そ
八
百
五
十
人
の

聴
衆
が
集
ま
り
ま
し
た
。
午
後
2
時
、

幕
が
上
が
り
演
奏
が
始
ま
り
ま
す
。
い

よ
い
よ
第
四
楽
章
。
第
九
を
高
ら
か
に

歌
う
市
民
合
唱
団
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
、

ホ
ー
ル
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

ひま
ちと　

文
化
芸
術
に
ふ
れ
あ
う
機
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
小
江
戸
川
越

第
九
演
奏
会
」。
2
月
27
日
㈰
、
市
民
に
よ
る
合
唱
団
が
加
わ
っ
た

演
奏
会
の
幕
が
上
が
り
ま
し
た
。

響
け
！ 

市
民
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
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か
わ
ご
え
環
境
ネ
ッ
ト
の
設
立
十

周
年
記
念
事
業
が
、
2
月
19
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
成
果
の
発
表

後
に
行
わ
れ
た
の
は
、
カ
フ
ェ
で
く

つ
ろ
ぐ
よ
う
に
、
喫
茶
と
音
楽
を
楽

し
み
な
が
ら
、考
え
を
共
有
す
る「
す

み
た
い
街　

か
わ
ご
え
カ
フ
ェ
」。

こ
れ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
、
考
え

を
効
果
的
に
共
有
す
る
た
め
の
新
た

な
手
法
を
体
験
し
て
も
ら
う
も
の
で

す
。
会
場
と
な
っ
た
、
東
洋
大
学
川

越
キ
ャ
ン
パ
ス（
鯨

く
じ
ら

井い

）に
は
、
お
よ

そ
百
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
の
テ
ー
マ
は
「
こ
ん
な

街
に
住
み
た
い
」。
一
つ
の
テ
ー
ブ

ル
に
四
人
が
座
り
、
模
造
紙
に
意
見

な
ど
を
書
き
込
み
な
が
ら
、
三
十
分

ず
つ
三
回
に
分
け
て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
ず
、
①
環
境
、
福
祉
、

観
光
、
教
育
、
安
全
の
い
ず
れ
か
の

視
点
で
、
自
由
に
対
話
し
ま
す
。
②

次
に
一
人
を

残
し
て
ほ
か

の
人
は
移

動
。
新
た
な

顔
ぶ
れ
で
、

前
の
テ
ー
ブ

ル
で
の
内
容

を
紹
介
し
合

い
ま
す
。
③
得
ら
れ
た
考
え
や
知
恵

を
、
最
初
の
テ
ー
ブ
ル
へ
持
ち
帰
り

ま
す
。

　

移
動
す
る

参
加
者
は
、

ま
る
で
蜜
を

求
め
て
飛
び

ま
わ
る
蝶
の

よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
な
意

見
や
考
え
方

を
「
他
花
受

粉
」し
ま
す
。

　

参
加
者
の

最さ
い

首し
ゅ

洲
し
ゅ
う

子こ

さ
ん
（
73
歳
・
小
堤
）は
、

「
四
人
く
ら
い
が
、
ち
ょ
う
ど
話
し

や
す
い
人
数
で
す
ね
。そ
れ
な
の
に
、

た
く
さ
ん
の
人
と
話
し
た
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
聞
け
ま
し
た
」。

主
催
し
た
か
わ
ご
え
環
境
ネ
ッ
ト
理

事
長
・
小こ

瀬せ

博ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん（
40
歳
・
鯨
井
）

は
、「
環
境
の
問
題
は
、
生
活
の
身

近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
手
法
が
新
し
い
“
気
づ
き
”
に
つ

な
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
」。

　

こ
の
方
法
は
、
参
加
者
全
員
が
話

し
合
っ
た
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
、

大
人
数
で
会
議
を
し
た
よ
う
に
、
考

え
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
わ
ご
え
カ
フ
ェ
で
知
恵
集
め

小小江江戸戸ああるるきき小江戸あるき行って　会って　体験
気になるイベントや人を紹介

ひま
ちと

世界をリードする秘訣
け つ

　市立東中学校の創立

50周年記念式典が2月

19日に行われました。

　講演した東京工業大

学教授・細
ほそ

野
の

秀
ひで

雄
お

さん

（57歳）は、昭和44年

に同校を卒業。現在は、

電気を通すセメントや

透明アモルファス酸化

物半導体の開発、鉄系高温超伝導物質の発見など

で世界をリードする科学者です。

　細野さんは、会場の生徒や参加者およそ800人

に向け、何度失敗してもそこから得られるものは

ある、「オール・オア・ナッシング」ではなく「オ

ール・オア・サムシング」と語りました。3年生

の三
み

上
かみ

貴
たか

也
や

くんは、「研究者になるための4条件

の1つ、自分の独自の考えを強く主張できる“生

意気であること”が気に入りました。将来は、歴

史研究の道に進みたい」と話してくれました。

市
い ち

村
む ら

正
ま さ

親
ち か

さんトークショー
　NHK 大 河

ドラマ「江
ごう

～

姫たちの戦国

～」で明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

を演じた川

越 出 身 の 俳

優・市村正親

さんのトークショーが2月9日、やまぶき会館で

行われました。ゲスト出演した「江」制作統括・屋
や

敷
しき

陽
よう

太
た

郎
ろう

さんが、ドラマの見どころや制作現場の

様子、いつも前向きに取り組む市村さんの魅力を

紹介しました。

　撮影中のこぼれ

話や子供のころの

思い出を笑顔で語

る市村さん。「こ

れからも川越のた

めにお手伝いしたい」と話すと、盛り上がる満席

の会場から、大きな拍手が送られました。

ふ
ぉ
と
ニ
ュ
ー
ス
ひま
ちと

ひま
ちと

思い出の写真について語る市村さん（写真右）思い出の写真について語る市村さん（写真右）

市村さん（写真左）と屋敷さん（写真右）市村さん（写真左）と屋敷さん（写真右）



　年間を通して店頭に並んでいるネギ。白い部分

が長い根深ネギと、緑の部分が長い葉ネギに大別

されます。茎は意外にも根から1㎝くらいまでし

かなく、茎の先は白も緑も葉になります。

　市内で収穫されるのは、東日本で主流の根深ネ

ギ。耐暑性・耐病性に優れた「夏一心」、肉質がきめ細かく風味がある

「冬一心」などの品種が栽培されています。育

つにつれ、緑葉の根本付近まで土を盛る「土寄

せ」 という作業を数回繰り返します。「土をか

ぶせ日光を遮ることで、白い部分が長くなり、

柔らかくおいしくなります」と小
こ

峯
みね

茂
しげる

さん（62歳・中福）は話します。

　薬味・鍋料理などに多く用いられるネギは、新陳代謝の活性化や

殺菌作用があります。小口切り・斜め切り・

白髪ねぎ……。切り方1つでいろいろな

風味や食感を楽しむことができます。

■発行日／平成23年3月10日（毎月10日・25日発行）
■発　行／川越市　〒350−8601埼玉県川越市元町1丁目3−1 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/
■編　集／広報室L049−224−8811（代表）O049−225−2171
■印　刷／㈲新広社
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小
江
戸
と
呼
ば
れ
る

川
越
の
歴
史
的
町
並

み
。
ひ
と
き
わ
存
在
感

あ
る
蔵
造
り
と
対
照
的

に
、
落
ち
着
い
た
風
情

を
与
え
て
い
る
建
物
が

町
家
で
す（
下
写
真
）。

　

市
街
地
で
見
か
け
る
町
家
は
、
関
東
地
方
で
一
般
的
な

商
家
建
築
。
出だ

し

桁げ
た

造
り
と
呼
ば
れ
る
特
徴
的
な
軒
下
構
造

を
持
つ
、
切き

り

妻づ
ま

屋
根
平ひ

ら

入い

り
の
二
階
建
て
で
す
。
江
戸
時

代
以
来
の
和
風
建
築
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
特
に
明
治
末

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
数
多
く
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

見
ど
こ
ろ
は
、
軒
下
の
梁は

り（
腕う

で

木き

）と
出
桁
、
縦
横
の
ラ

イ
ン
が
美
し
い
格
子
戸
や
板
貼
り

の
外
壁
な
ど
。
中
で
も
軒
下
に
突

き
出
し
た
梁
と
出
桁
に
は
力
強
さ

が
あ
り
、
木
組
み
の
美
し
さ
も
感

じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
時
代
に
よ
る

構
造
の
変
化
も
見
ら
れ
、
昭
和
初

期
の
町
家
は
、
二
階
の
天
井
が
高

く
な
っ
た
り
、
出
窓
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、

よ
り
居
住
性
を
考
え
た
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
9
年
の
調
査
で
は
百
軒
以
上
あ
っ
た
町
家
も
、

年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
川
越
の
歴
史
的
な
景
観
を
構

成
す
る
重
要
な
存
在
と
し
て
、
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い

建
築
で
す
。

軒下の構造軒下の構造

「昨年の猛暑は、水やりが特
に大変でした」と小峯さん

建
物
本
体
の
保
存
修
理

工
事
が
終
わ
り
、
二

年
半
ぶ
り
に
川
越
城
本
丸
御

殿
が
そ
の
姿
を
現
し
ま
し
た

（
表
紙
写
真
）。
工
事
用
の
仮

設
屋
根
が
外
さ
れ
て
か
ら
、

約
一
年
。
ふ
き
替
え
た
玄
関

の
唐
破
風
の
銅
板
は
、
周
り

に
な
じ
ん
だ
風
格
あ
る
色

に
。更
に
三
～
五
年
た
つ
と
、

青
緑
色
へ
と
変
化
し
て
い
く

そ
う
で
す
。
こ
の
正
体
は
緑ろ

く

青し
ょ
う

と
い
っ
て
、
銅
が
酸
化
す

る
こ
と
で
で
き
る
錆さ

び

。「
す

ぐ
に
錆
び
て
し
ま
っ
た
の
？
」

と
心
配
す
る
方
も
…
…
。
で

も
、
ご
安
心
を
。
銅
板
の
表

面
に
皮
膜
を
作
り
、
内
部
の

腐
食
を
防
ぐ
大
事
な
役
目
を

果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
残
し
て
い

く
た
め
に
行
わ
れ
た
今
回
の

工
事
。
皆
さ
ん
へ
の
お
披
露

目
も
、
も
う
す
ぐ
で
す
。

土に埋まっている部分が、
白く柔らかくなります

　　　　  ネギの豆知識
　緑と白の境目がくっきりし
て、白い部分が硬くしまってい
る物が良品。土が付いた状態で
新聞紙にくるみ、立てて保存す
ると長持ちします。

ちょこっと

町家（菓子屋横丁の森田家、昭和7
年築・市都市景観重要建築物）
町家（菓子屋横丁の森田家、昭和7
年築・市都市景観重要建築物）

梁（腕木）
出桁

板貼り板貼り

格子戸


